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後
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収
す
る
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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

映
画
な
ど
の
著
作
物
を
無
断
で
編
集
、
公
開
す
る
行
為
に
は
巨
額
の
（
ア
）
賠
償
責
任
が
課
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
司
法
の
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
ネ
ッ
ト
上

の
違
法
配
信
に
対
す
る
（
イ
）
抑
止
力
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

長
編
映
画
を
10
分
程
度
に
短
縮
し
た
「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」
を
作
成
し
て
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
投
稿
し
た
男
女
２
人
に
対
し
、
東
京
地
裁
は
、
映
画
会
社
や
テ

レ
ビ
局
な
ど
原
告
側
の
請
求
通
り
、
著
作
権
侵
害
に
よ
る
計
５
億
円
の
賠
償
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。 

 

２
人
は
２
０
２
０
年
、
東
宝
や
松
竹
、
東
映
な
ど
13
社
が
そ
れ
ぞ
れ
著
作
権
を
持
つ
計
54
作
品
の
フ
ァ
ス
ト
映
画
を
無
断
で
公
開
し
て
い
た
。
再
生
回
数
は

１
０
０
０
万
回
を
超
え
、
約
７
０
０
万
円
の
広
告
収
入
を
得
て
い
た
と
い
う
。 

 

原
告
側
は
、
損
害
額
に
つ
い
て
「
１
回
の
再
生
あ
た
り
２
０
０
円
、
総
額
20
億
円
」
と
算
定
し
、「
最
低
限
の
損
害
回
復
」
と
し
て
５
億
円
の
支
払
い
を
求
め

て
い
た
。
判
決
は
こ
れ
ら
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
た
。 

 

フ
ァ
ス
ト
映
画
の
賠
償
額
を
①
メ
グ
る
司
法
判
断
は
初
め
て
で
、
今
後
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
再
犯
を
抑
止
し
、
著
作
権
の
適
正
な
保

護
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

２
人
は
刑
事
裁
判
で
も
執
行
（
ウ
）
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
。
広
告
収
入
目
当
て
で
違
法
動
画
を
配
信
し
て
い
る
人
は
、
と
て
つ
も
な
い

代
償
を
払
う
こ
と
を
（
Ａ
）
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
。 

 

業
界
側
の
厳
し
い
対
応
で
、
日
本
映
画
を
編
集
し
た
フ
ァ
ス
ト
映
画
は
急
減
し
て
い
る
が
、
漫
画
の
（
Ｂ
）
海
賊
版
サ
イ
ト
の
被
害
は
今
も
な
お 

②
シ
ン
コ
ク
だ
。 

 

出
版
社
は
監
視
を
強
化
し
、
海
賊
版
運
営
者
ら
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
文
化
庁
は
、
賠
償
を
高
額
に
で
き
る
よ
う
、
損
害

額
の
計
算
方
法
を
見
直
す
方
向
で
、
著
作
権
法
改
正
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

課
題
は
、
海
外
を
③
キ
ョ
テ
ン
と
す
る
海
賊
版
サ
イ
ト
の
取
り
締
ま
り
だ
。
運
営
者
の
特
定
は
容
易
で
な
く
、
日
本
側
の
監
視
が
甘
い
と
い
う
評
判
も
根
強

い
。 

 

こ
う
し
た
中
、
中
国
当
局
は
６
月
、
日
本
の
漫
画
を
無
断
で
配
信
し
て
い
た
中
国
人
に
罰
金
刑
を
④
ク
ダ
し
た
。
日
本
人
向
け
の
海
賊
版
サ
イ
ト
運
営
者
が
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海
外
で
処
分
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
日
本
側
の
情
報
提
供
が
生
き
た
と
い
う
。 

 
10
月
に
は
日
本
の
業
界
団
体
が
ス
ペ
イ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
会
社
に
働
き
か
け
て
、
海
賊
版
サ
イ
ト
へ
の
広
告
出
稿
を
止
め
さ
せ
た
。 

 

国
境
を
越
え
た
違
法
行
為
に
も
日
本
は
積
極
的
に
対
処
す
る
と
い
う
方
針
を
国
際
的
に
広
く
周
知
さ
せ
た
い
。 

 

見
る
側
の
責
任
も
問
わ
れ
る
。
安
易
な
閲
覧
は
違
法
配
信
を
⑤
ジ
ョ
チ
ョ
ウ
し
、
出
版
社
や
映
画
会
社
の
収
益
構
造
を
破
壊
す
る
。
自
ら
が
罪
に
問
わ
れ
る

場
合
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
〈
社
説
〉
「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」
、
『
読
売
新
聞
』
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
一
日
に
よ
る
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

メ
グ
（
る
） 

 
 

② 
シ
ン
コ
ク 
 

 

③ 

キ
ョ
テ
ン 

 
 

④ 

ク
ダ
（
し
た
） 

 
 

⑤ 

ジ
ョ
チ
ョ
ウ 

（
ア
） 

賠
償 

 
 

（
イ
） 

抑
止 

 
 

（
ウ
） 

猶
予 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

肝
に
銘
じ
る 
 

 

（
Ｂ
） 

海
賊
版 

 

設
問
三 

本
文
を
も
と
に
「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
の
空
欄
（
１
）
～
（
８
）
に
、
本
文
中
か
ら
適
切
な
言
葉
を
選
び
、
入
れ
な 

さ
い
。 

 

「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」
と
は
、 

 
 

 
 

 

（
１
） 

 
 

 
 

 

が
著
作
権
を
持
つ
映
像
作
品
を
、 

（
２
） 

を
得
る
た
め
に
著
作
権
者
に 

 

（
３
） 

で 

（
４
） 

す
る
編
集
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
作
成
者
２
名
は
、
民
事
訴
訟
で 

（
５
） 

が 
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請
求
し
て
い
た
巨
額
の
賠
償
額
支
払
い
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず 

（
６
） 

に
お
い
て
も 

 

（
７
） 

 

な
が
ら 

（
８
） 

が

確
定
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

設
問
四 

漫
画
の
海
賊
版
サ
イ
ト
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
を
も
と
に
、
適
切
に
ま
と
め
た
言
葉
を
空
欄
ａ
・
ｂ
に
入
れ
な
さ
い
。 

 

漫
画
の
海
賊
版
サ
イ
ト
対
策
と
し
て
必
要
な
の
は
…
… 

 
 

 
 

出
版
社
…
…
…
…
＝
監
視
強
化
、
違
反
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
起
こ
す 

 
 

 
 

業
界
団
体
…
…
…
＝
国
境
を
越
え
て 

 
 

 
 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

文
化
庁
…
…
…
…
＝
侵
害
さ
れ
た
損
害
賠
償
額
高
額
化
を
念
頭
に
し
た
著
作
権
法
改
正 

 
 

 
 

視
聴
す
る
個
人
…
＝
安
易
な
閲
覧
は 
 

 
 

 

ｂ 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
リ
ー
ド
文
と
は
、
新
聞
記
事
で
本
文
に
入
る
前
の
、
概
略
紹
介
の
文
章
で
あ
る
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

 

（
リ
ー
ド
文
）
コ
ロ
ナ
禍
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
、
小
柄
な
女
性
で
あ
る
記
者
（
54
）
は
大
柄
な
男
性
と
同
じ
量
の
投
与
に
少
し
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
「
性
差
」
を
生
物
学
的
・
社
会
学
的
に
分
析
し
、
科
学
の
研
究
開
発
に
取
り
込
ん
で
、
新
た
な
視
点
や
方
向
性
を
見
い
だ
し
、
技
術
革
新
を
目
指
す
「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｉ
）
」
が
、
日
本
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

井
関
農
機
が
２
０
１
５
年
に
発
売
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
「
し
ろ
プ
チ
」
は
、
農
業
に
携
わ
る
女
性
た
ち
の
「
乗
り
降
り
し
づ
ら
い
」「
シ
ー
ト
位
置
が
悪
く
て
足

が
ペ
ダ
ル
に
届
か
な
い
」
と
い
っ
た
声
を
も
と
に
開
発
さ
れ
た
。 

 

補
助
の
ス
テ
ッ
プ
や
グ
リ
ッ
プ
を
取
り
付
け
、
座
席
が
前
後
に
動
く
よ
う
に
し
、
頭
上
に
は
日
焼
け
対
策
の
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
を
①
ヒ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
装
備
し
て

い
る
。
そ
の
後
に
発
売
し
た
耕
う
ん
機
「
ち
ょ
こ
プ
チ
」
で
は
変
速
レ
バ
ー
を
延
長
し
た
。
Ｉ
Ｒ
・
広
報
室
は
「
女
性
の
視
点
を
採
り
入
れ
た
が
、
実
際
に
使

っ
た
シ
ニ
ア
世
代
や
男
性
た
ち
に
と
て
も
好
評
で
、
他
の
製
品
に
導
入
し
た
も
の
も
多
い
」
と
い
う
。 

 

こ
れ
は
長
い
間
、
男
性
が
操
作
す
る
前
提
で
作
ら
れ
て
き
た
農
機
が
、
Ｇ
Ｉ
の
観
点
で
改
善
し
た
国
内
の
事
例
と
い
え
る
。 

 

Ｇ
Ｉ
は
、
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
の
ロ
ン
ダ
・
シ
ー
ビ
ン
ガ
ー
教
授
が
05
年
に
提
唱
し
た
概
念
だ
。
教
授
は
日
本
で
は
約
30
年
前
に
翻
訳
さ
れ
、
昨
年
に
改

訂
新
版
が
出
た
「
科
学
史
か
ら
消
さ
れ
た
女
性
た
ち
」（
工
作
舎
）
を
発
表
す
る
な
ど
、
男
性
中
心
だ
っ
た
科
学
領
域
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
込
む
よ
う

早
く
か
ら
訴
え
て
き
た
。 

 

こ
う
し
た
Ｇ
Ｉ
は
欧
米
で
発
展
し
て
き
た
が
、
日
本
で
も
最
近
よ
う
や
く
動
き
が
出
て
き
た
。
22
年
４
月
に
は
お
茶
の
水
女
子
大
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
」
（
所
長
・
石
井
ク
ン
ツ
昌
子
副
学
長
）
を
設
立
し
、
産
官
学
の
連
携
と
普
及
（
ア
）
啓
発
に
乗
り
出
し
た
。 

 

Ｇ
Ｉ
に
世
界
が
注
目
す
る
背
景
に
は
、
命
に
か
か
わ
る
現
状
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。 

＊ 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
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同
研
究
所
の
佐
々
木
成
江
特
任
教
授
に
よ
る
と
、
自
動
車
の
正
面
②
シ
ョ
ウ
ト
ツ
実
験
で
ド
ラ
イ
バ
ー
席
に
座
る
ダ
ミ
ー
人
形
は
各
国
と
も
、
米
国
で
平
均

的
な
体
形
の
男
性
だ
。
米
国
の
最
近
の
デ
ー
タ
で
は
女
性
の
方
が
重
傷
の
リ
ス
ク
が
73
％
高
く
、
従
来
の
３
点
式
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
妊
婦
の
流
産
率
を
上
げ

て
し
ま
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
米
国
で
は
最
近
ダ
ミ
ー
人
形
の
問
題
点
が
勧
告
さ
れ
た
。
妊
婦
が
モ
デ
ル
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

（
イ
）
解
析
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
骨
盤
と
下
腹
部
に
か
け
る
と
安
全
性
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
、
補
助
具
も
発
売
さ
れ
て
い
る
」
と
Ｇ
Ｉ
を
意
識
し
た
動
き

に
期
待
す
る
。 

 

医
学
分
野
は
特
に
重
要
だ
。
薬
の
③
タ
イ
シ
ャ
、
副
作
用
、
効
能
は
男
女
で
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
男
女
で
同
じ
処
方
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
女
性
が
妊
娠
や
出
産
の
可
能
性
、
性
周
期
が
あ
る
た
め
に
（
Ａ
）
デ
ー
タ
が
ぶ
れ
や
す
く
、
臨
床
試
験
な
ど
が
主
に
男
性
で
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き

い
。
そ
ん
な
な
か
、
睡
眠
導
入
剤
ゾ
ル
ピ
デ
ム
は
女
性
の
方
が
薬
を
④
ハ
イ
シ
ュ
ツ
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
車
の
運
転
中
に
事
故
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
米
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
が
13
年
に
服
用
量
を
男
性
の
半
分
に
変
え
た
。 

 

ま
た
、
男
性
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
佐
々
木
さ
ん
は
「
女
性
の
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
骨
粗
鬆
症

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

は
、
男
性
の
発
症
年
齢
が
女
性

よ
り
10
年
ほ
ど
遅
い
だ
け
で
、
70
代
で
こ
の
病
気
で
骨
折
す
る
人
の
３
分
の
１
を
男
性
が
占
め
る
。
骨
折
後
の
死
亡
率
も
女
性
よ
り
高
い
」
と
指
摘
す
る
。 

 

Ｇ
Ｉ
が
効
果
を
上
げ
た
の
が
「
顔
認
証
」
だ
。
当
初
、
Ａ
Ｉ
の
学
習
は
白
人
男
性
が
デ
ー
タ
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
彼
ら
は
１
０
０
％
近
い
精
度

だ
が
、
肌
が
浅
黒
い
女
性
は
７
割
以
下
と
急
降
下
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
企
業
は
機
械
学
習
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
見
直
し
た
結
果
、
１
年
後
に
は
精
度
が
飛
躍

的
に
上
が
っ
た
。
ま
た
、
働
く
女
性
が
増
え
る
今
、
買
い
物
や
子
ど
も
の
送
迎
な
ど
「
ケ
ア
」
の
た
め
の
移
動
に
つ
い
て
分
析
し
、
海
外
で
は
新
た
な
交
通
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
動
き
も
あ
る
。 

 

国
内
で
は
最
近
、
生
理
や
妊
娠
、
⑤
コ
ウ
ネ
ン
キ
な
ど
女
性
の
悩
み
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
す
る
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
」
や
、
女
性
の
身
体
や
健
康
を
ケ
ア

す
る
「
フ
ェ
ム
ケ
ア
」
の
市
場
規
模
が
急
拡
大
中
だ
。
矢
野
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
、
21
年
は
６
４
３
億
円
だ
っ
た
が
、
22
年
は
７
０
１
億
円
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
年
比
１
割
弱
の
伸
び
を
示
す
。
一
方
、
Ｇ
Ｉ
は
対
象
を
女
性
に
絞
ら
ず
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
含
む
医
療
や
工
学
な
ど
幅
広

い
産
業
で
必
要
と
さ
れ
る
点
で
、
よ
り
（
ウ
）
包
括
的
と
さ
れ
る
。 

 

21
年
３
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に
は
Ｇ
Ｉ
が
明
記
さ
れ
、
女
性
研
究
者
を
増
や
し
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
（
Ｂ
）
う
た
わ
れ
た
。 
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石
井
さ
ん
は
「
個
人
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
Ｇ
Ｉ
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
。
私
は
背
が
低
い
の
で
椅
子
に
座
る
と
足
が
床
に
つ
か
ず
、
ま
た
洗
濯
槽
が
深

す
ぎ
て
不
便
だ
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
性
差
が
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
Ｇ
Ｉ
の
出
発
点
」
と
話
す
。 

（
高
橋
美
佐
子
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
、
『
朝
日
新
聞
』
ｂ
ｅ
紙
面
二
〇
二
三
年
四
月
二
二
日
に
よ
る
） 

承
認
番
号
（
２
６-

０
５
２
１
） 

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

ヒ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン 

 
 

② 

シ
ョ
ウ
ト
ツ 

 
 

③ 

タ
イ
シ
ャ 

 
 

④ 

ハ
イ
シ
ュ
ツ 

 
 

⑤ 

コ
ウ
ネ
ン
キ 

（
ア
） 

啓
発 

 
 

（
イ
） 
解
析 

 
 

（
ウ
） 

包
括 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

デ
ー
タ
が
ぶ
れ
（
る
） 

 
 

（
Ｂ
） 
う
た
わ
れ
（
る
） 

 

設
問
三 

本
文
の
記
述
を
も
と
に
、
簡
単
な
年
表
を
作
成
し
て
み
た
。
空
欄
（
１
）
・
（
２
）
に
、
適
切
な
出
来
事
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

１
９
９
０
年
代 

「
科
学
史
か
ら
消
さ
れ
た
女
性
た
ち
」
が
日
本
で
翻
訳
刊
行
さ
れ
る 

２
０
０
５
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
１
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
５
年 

 

井
関
農
機
「
し
ろ
プ
チ
」
を
発
売 

２
０
２
１
年 

 

「
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に
Ｇ
Ｉ
が
明
記
さ
れ
る 

２
０
２
２
年 

 

お
茶
の
水
女
子
大
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
」
設
立 
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〃 

年 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

設
問
四 

筆
者
が
本
文
で
説
明
し
て
い
る
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
空
欄
ａ
・
ｂ
・
ｅ
に
は
適
切
な
言
葉
を
入
れ
、
空
欄
ｃ
・
ｄ
に
は
適
切
な 

数
字
を
入
れ
な
さ
い
。 

 

男
性
を
前
提
に
し
て
き
た
問
題
点 

 
 

 
 

・
ト
ラ
ク
タ
ー
…
…
…
…
男
女
の
身
長
差 

→ 

座
席
を
前
後
動
作
可
能
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
焼
け
対
策 

 

→ 

頭
上
に
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
装
備 

 
 

 
 

・
自
動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
…
事
故
の
際
の
女
性
の
重
傷
率
高
い 

従
来
の
３
点
式
は
妊
婦
の
流
産
率
上
げ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
そ
れ
に
よ
り
）
→ 

使
用
方
法
変
更
後
の
安
全
性
の
向
上
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

補
助
具
の
発
売 

⚫
 

 

薬
剤
の
臨
床
試
験
に
関
す
る
問
題
点 

 
 

 
 

・
女
性
に
と
っ
て
不
都
合
な
例
…
…
睡
眠
導
入
剤
の
ハ
イ
シ
ュ
ツ
に
時
間
を
要
す 

→ 

自
動
車
事
故
発
生
リ
ス
ク
増
大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ｂ 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

・
男
性
に
と
っ
て
不
都
合
な
例
…
…
骨
粗
鬆
症
発
症
年
齢
が
遅
く
見
過
ご
さ
れ
や
す
い 
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参
考
・
70
代
の
骨
折
者
の
男
女
比
は 

ｃ 
 

対 
 

ｄ 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

→ 

ま
た
、 

 
 

 
 

ｅ 
 

 
 

 
 

 
 

 


